
越谷市一般廃棄物処理基本計画（ごみ処理基本計画）案の修正箇所一覧 資料1-1

該当頁 該当箇所 前回審議会での意見 修正前 修正後

No
1

全体 全体 ― 記載なし 各ページの右側にインデックスを作成。

No
2

17、18、
25

― 注記の表示を統一してはどうか （注1）、（注1）、（注）が混在

図表中と本文中で使い分けをして統一。

・図表中：（注）、（注1）、（注2）
・本文中：※

No
3

17～19
目標1～5

「達成」「未達成」

「達成」、「未達成」が赤字でフォント
が大きいため、目立ちすぎである。
もう少し、バランスを考えては

・赤字で表記
・文字のサイズを18ptで設定

・黒字で表記
・文字のサイズを14ptに変更

No
4

30
〇ごみ分別アプ
リの導入・配信の
検討

― 記載なし

「また、市民からのさまざまな問い合わせに対し
て、対話形式で分別や処理方法、イベント情報の
案内をＡＩが応答するサービス（AIチャットボッ
ト）の導入を検討します。」を追記

No
5

施策3-1長期展
望に基づく収集・
処理システムの
検討

―

　今後の少子高齢化の進行など長期展望に基づ
く市民のライフスタイルの変化に対応するため、
プラスチック資源の回収・リサイクルに向けた調
査・研究や効果的で適正なごみ収集システムの
構築の検討が重要です。

　今後の少子高齢化の進行など長期展望に基づ
く市民のライフスタイルの変化に対応するため、
効果的で適正なごみ収集システムの構築の検討
が重要です。
　また、国では経済性及び技術的可能性を考慮
しつつ、使用された資源を徹底的に回収し循環
利用することを目的として、プラスチックの資源
循環を総合的に推進するための「プラスチック
資源循環戦略」を策定し、これに基づく施策を推
進していくとされていることから、国の動向を
注視し、検討していく必要があります。

No
6

○プラスチックご
みの一括回収・リ
サイクルに向けた
調査・研究

―

○プラスチックごみの一括回収・リサイクルに向
けた調査・研究
　プラスチックごみの一括回収・リサイクルにつ
いて、国や民間処理業者の動向を注視しつつ、
調査・研究をします。

○プラスチックごみのリサイクルに向けた調査・
研究
　プラスチックごみのリサイクルについて、先進
的な事例や国、民間処理業者の動向を注視しつ
つ、調査・研究をします。

４２
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該当頁 該当箇所 前回審議会での意見 修正前 修正後

No
7

○AIチャットボッ
ト・スマートス
ピーカーサービス
導入の検討

―

　市民からのさまざまな問い合わせに対して、
対話形式で分別や処理方法、イベント情報の案
内をＡＩが応答するサービスの導入を検討しま
す。

○ＩＣＴ等を活用したプラスチックごみの収集運
搬体制構築の調査・研究
　プラスチックごみ回収の検討にあたり、現行の
収集運搬の運行管理などの業務効率化につい
て、収集運搬におけるＩＣＴ、ＡＩ等の活用を調査・
研究し、他都市の状況や費用対効果などを踏ま
えながら導入の検討をします。

No
8

〇資源化可能物
拡大の検討

―

　東埼玉資源環境組合を構成する５市１町（越谷
市、草加市、八潮市、三郷市、吉川市、松伏町）が
連携し、資源化可能物の拡大を検討します。
　可燃ごみに含まれる雑紙の資源化やプラス
チックごみの一括回収・リサイクルについて、国
や民間処理業者の動向を注視しつつ、調査・研
究をします。

　可燃ごみに含まれる雑紙などのさらなる資源
化を推進した上で、他自治体や先進的な事例な
どの取組みを参考に、東埼玉資源環境組合を構
成する５市１町（越谷市、草加市、八潮市、三郷
市、吉川市、松伏町）で連携し、新たな資源化可
能物の拡大に向けた調査・研究をします。

No
9

56 表6-6 ― 記載なし
表の下部に、「（注）平成31年（2019年）4月か
ら第一工場ごみ処理施設の灰溶融処理を休止
しており、受入休止中」を追記

No
10

59 5～7行目

プラスチックごみの一括収集の一
括を削除し、プラスチックごみをリ
サイクルする新たな制度」にすれば
よいのではないか。
また、熱回収をしている地域性を
考慮し、「地域の特性を踏まえ」な
どの文言を追加したほうがよいの
では。

なお、「プラスチック資源」の区分を設けて、プラ
スチックごみを一括回収してリサイクルする新
たな制度については、現時点では制度の詳細が
判明していないことから、今後の国の動向を注
視し、新制度の概要が明確になり次第、検討し
ます。

なお、「プラスチック資源」の区分を設けて、プラ
スチックごみをリサイクルする新たな制度につ
いては、現時点では制度の詳細が判明していな
いことから、今後の国の動向を注視し、地域の
特性を鑑みながら、新制度の概要が明確になり
次第、検討します。

No
11

60 ― ― 記載なし
コラムとして「プラスチックごみのリサイクルの
今後は・・・」として追記。

42
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該当頁 該当箇所 前回審議会での意見 修正前 修正後

No
12

72 1行目
SDGｓゴールとあるが、ＳＤＧｓの
ＧがＧｏａｌであるため、重複してい
る。

SDGsゴールターゲット SDGsターゲット

No
13

3.策定経緯
令和２年２月１３

日 内容
―

1）越谷市一般廃棄物処理基本計画の策定につ
いて

1）市民、事業所アンケート（案）について

No
14

3.策定経緯 ― 記載なし 12/21開催の審議会内容の追記

No
15

76
4.パブリックコメ
ントに対する市の

対応
― 記載なし

パブリックコメントに対する市の対応の内容を
記載

No
16

80
5.用語集

あ行
― 記載なし

ICTの用語説明を以下のとおり追記。

「情報通信技術。information and
communication technologyの略称のこ
とです。ICTを活用した、ごみ収集運搬業務の
効率化などが期待されています。」

75

3


